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参考：合併前の上越市の区域に設置する地域自治区（15区）と町内会の範囲の関係

地域自治区

高田区

町内会の範囲

南本町１～３丁目、東城町１～３丁目、南城町１～４丁目、大手町、本城町、南新町、南高田町、
本町１～７丁目、北本町１～４丁目、仲町１～６丁目、寺町１～３丁目、大町１～５丁目、
西城町１～４丁目、北城町１～４丁目、東本町１～５丁目、幸町、栄町、新町、高土町１～２丁目

金谷区
上門前、小滝、下馬場、朝日、黒田、灰塚、地頭方、青木、上中田、中通町、向橋、中田原、
塩荷谷、上湯谷、大貫、金谷、神山、平山、飯、御殿山町、上昭和町、昭和町１～２丁目、滝寺、
下正善寺、中正善寺、宇津尾、上綱子、中ノ俣、上正善寺

新道区 樋場、子安、子安新田、鴨島１～３丁目、稲田１～４丁目、下稲田、寺、大日、中田新田、上島、
中々村新田、平岡、南田屋新田、北田屋新田、大道福田、富岡、藤野新田

春日区 土橋、藤巻、木田新田、藤新田、木田、新光町、岩木、大学前、教育大山屋敷宿舎、教育大世帯寮、
春日山町１～３丁目、大豆、春日野、谷愛宕、春日、中門前、宮野尾牛池

諏訪区 上真砂、杉野袋、北新保、南新保、高森、諏訪、東原、鶴町、北田中、米岡、米町

三郷区 下四ツ屋、西松野木、長者町、天野原新田、本長者原、今池、薮野、辰尾新田、東稲塚新田、
下稲塚、桜町

和田区 東木島、西木島、島田上新田、島田、島田下新田、上箱井、中箱井、岡原、下箱井、五ケ所新田、
丸山新田、下新田、西田中、寺町、石沢、大和１～４丁目、大和５・６丁目、稲荷

高士区

保倉区

直江津区

稲谷、上曽根、下曽根、高和町、元屋敷、高津、飯田、妙油、森田、十二ノ木、北方、南方、大口、
東京田

八千浦区 黒井、日之出町、上荒浜、南荒浜、下荒浜、遊光寺浜、南原、夷浜、夷浜住宅団地、西ケ窪浜

北諏訪区 飯塚、中真砂、川端、東中島、若鷹、上千原、福橋下真砂、横曽根

津有区
四ケ所、西市野口、戸野目古新田、門田新田、戸野目、市野江、桐原、本道、荒屋、虫川、下野田、
長面、上野田、四辻町、下池部、上池部、吉岡東市野口、劍、茨沢、藤塚、新保古新田、本新保、
上雲寺、下新町、上新町、池、下富川、上富川、熊塚、野尻、稲、平成町

西本町３丁目、西本町１・２丁目、西本町４丁目・御幸町、中央１丁目・あけぼの、
中央１丁目・四ッ屋、中央１丁目・旭区、中央２丁目・横町、中央２丁目・本町、
中央３丁目・荒川町、中央３丁目・天王町、中央４丁目・福永町、中央４丁目・沖見町、
中央５丁目・塩浜町、中央５丁目・浜町、住吉町、港町１・２丁目、市之町、東雲町１・２丁目、
栄町１・２丁目、石橋、石橋１・２丁目、新光町３丁目、五智１～６丁目、雇用促進、五智新町、
虫生岩戸、国府１～４丁目、小丸山団地、加賀町

有田区
東小猿屋、中小猿屋、西小猿屋、三田、三田新田、三ツ橋新田、三ツ橋、福田、福田社宅、田園、
佐内町、三ツ屋町、安江、安江１～２丁目、安江公営住宅、上源入、下源入、港南町、松村新田、
下門前、塩屋新田、春日新田、春日新田５丁目、川原町、春日新田木町

下百々、駒林、小泉、長岡、長岡新田、上名柄、五野井、石川、上青野、中青野、下青野、上吉野、
下吉野、上五貫野、下五貫野、下名柄、岡沢

谷浜・桑取区 西横山、小池、西山寺、下綱子、高住、中桑取、丹原、鍋ケ浦、吉浦、茶屋ケ原、有間川、長浜、
西戸野花立、横畑、皆口、西谷内、北谷、土口、増沢、大渕、東吉尾、西吉尾

○地域自治区制度についてもっと詳しく知りたい方は･･･
　地域自治区制度についての詳しい資料は、市のホームページでご覧いただけます。

○ご利用ください「出張説明会」
　地域自治区制度に関心をお持ちの皆さん（町内会、団体、グループなど）のところへ市の
担当者が伺い、説明をします。希望される方は、自治・地域振興課へご連絡ください。

市の全域で地域自治区制度がスタート

身近な地域 から
はじまる はじめる

平成21年

10月1日

よりよい まちづくり

私たちが暮らす
まちのことだから、
私たちが考えて
いかなくちゃね！

地域自治区は、
市民の皆さんの
声をいかして、

よりよいまちづくり
を実現していく
ための制度です。

平成21年10月から
新たに設置する15区
（合併前の上越市の区域）
※住所に区名は入りません

平成17年の合併時から
設置済の13区

（合併前の旧町村の区域）
※住所に区名が入ります
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1
　市では、これまで、市民の皆さんが自主的に支えあい、地域が自立していくことのできる「自主自立のま
ちづくり」や、市民の皆さんの意思が市政に反映される「市民本位の市政」を進めていくため、自治基本条例
の制定や第５次総合計画の改定をはじめとして、パブリックコメント制度の条例化、市民投票制度の新設、
市の全域への地域自治区制度の導入など、自治・まちづくりの新たな仕組みづくりを進めてきました。

上越市が目指す「まちづくりの姿」と
これまで進めてきた「新たな仕組みづくり」

上越市が目指す
まちづくり
の姿

自治・まちづくりの
よりどころとなる
ルールと計画づくり

　市民の皆さん同士、
あるいは市民の皆さ
んと行政が協力しな
がら、自分たちの力
と責任でまちづくり
を進める上越市にし
ていきたい。

自主自立の
まちづくり 　市の自治の基本的な理念や

ルールを定めた条例を制定し
ました。（平成20年4月1日施行）

自治基本条例の制定

自治・まちづくりを進める上で
大切にしていく
４つの原則

「市政に関する情報」を
みんなで共有していくこ
とが大切

１．情報共有の原則

「市民の皆さんの声」が
もっといかされる市政に
していくことが大切

２．市民参画の原則

いろんな担い手が、それぞ
れの持ち味をいかしながら、
「協力」してまちの課題を
解決していくことが大切

３．協働の原則

まちづくりでは、「人」と
「地域」の多様な「個性」
をいかしていくことが大切

4. 多様性尊重の原則

市政の進め方

　まちづくりの主役
である市民の皆さん
が、誇りと愛着を持
てるまちを自らの手
で築いていけるよう
に、市民の皆さんの
意思をきちんと反映
して市政を進めてい
きたい。

市民本位の市政
　市の将来像や、それを実現
するための政策を総合的・体
系的にまとめた計画です。平
成19年12月に改定しました。

第５次総合計画の改定

※自治基本条例で定める
「自治の基本原則」より

実
践
し
て
い
く
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

これまで進めてきた
新たな仕組みづくり

重要な計画や条例などを
決定する前に、
市民の皆さんの意見を
反映する仕組み

パブリックコメント制度の条例化
（ 市 民 意 見 公 募 手 続 ）
　「パブリックコメント」は、市の基本的な計画や重要な条例等
をつくる段階で、市長等がそれらの案の内容などを公表し、広く
市民の皆さんから意見を募るとともに、寄せられた意見を尊重し
て意思決定を行い、意見に対する考え方を公表する手続です。
　当市では、平成15年から要綱を定めてこの制度を運用してきま
したが、平成２１年４月１日からは、「上越市パブリックコメン
ト条例」に基づいた、より確かな制度として運用しています。

＜制度の性格＞

情報共有
の仕組み

市民参画
の仕組み

身近な地域の課題について
市民の皆さん自らが
話し合い、地域の意見を
まとめ、市政に反映
していく仕組み

市の全域への地域自治区制度の導入
　「地域自治区制度」は、市民の皆さんにとって身近な地域を単
位として「地域自治区」を設け、それぞれの区に、住民の皆さん
同士が話し合いを行い、地域の意見のとりまとめを行う「地域協
議会」と、区域内の市政運営に関する事務を行う「事務所」を設
置する制度です。
　当市では、これまで、平成17年１月１日の市町村合併前の旧町
村の区域ごとに13の地域自治区（13区）を設置していましたが、
平成２１年１０月１日からは、合併前の上越市の区域にも15の地
域自治区（15区）を置き、市の全域に28の地域自治区を設置します。

＜制度の性格＞

情報共有
の仕組み

市民参画
の仕組み

協働
の仕組み

多様性尊重
の仕組み

市の大切な事について
市民の皆さんの意思を
投票で確認する仕組み

市民投票制度の新設
　「市民投票制度」は、自治基本条例に定められている制度で、
市内で意見を二分するような市政の重要項目などについて、賛成
又は反対の二者択一方式の投票によって市民の皆さんの意思を確
認する新たな市民参画の仕組みです。
　市民投票を実施するための手続などを定めた「上越市市民投票
条例」は、平成２１年１０月１日から施行されます。

＜制度の性格＞

市民参画
の仕組み

地
域
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区
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2
　市では、地域自治区制度をいかして、市民の皆さんが日頃の暮らしの中で感じている問題や、様々な地域
事情をしっかりと把握しながら市政を進めていくとともに、市民の皆さんの手によるまちづくり活動をもっ
と進めやすくしていきたいと考えています。

地域自治区制度の目的と概要 3
　各区に設置される地域協議会は、様々な立場の市民の皆さん同士が、各区で課題となっていることなどに
ついて、より良い解決策を導き出していくための話し合いを行い、地域としての意見をとりまとめ、市長に
意見を伝えるための会議です。

地域協議会ってどんな会議？

地域自治区制度の目的 地域協議会の役割など

　地域自治区制度は、「自主
自立のまちづくり」を進め
ていくため、市内のそれぞ
れの地域において、市民の
皆さん同士、あるいは市民
の皆さんと行政の連携・協
力関係を築き、まちづくり
活動を活発にしていくため
の仕組みです。

自主自立のまちづくり
を進めていくための
仕組み

　地域協議会では、市長から意見を求められたそれぞれの
地域の重要な案件のほか、市民の皆さんが日常生活の中で
必要と感じているテーマについて自主的に話し合うことが
できます。
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　意見に対する市の考え方や対応方針は、おおむね１か月
後に地域協議会に文書で回答します。

話し合ったことはどうなるの？

　地域協議会の開催予定は事前に公表しており、会議はど
なたでも傍聴できます。
　また、地域協議会で話し合っていることや活動の様子は、
各区の「地域協議会だより」でお知らせします。

話し合いの内容を知りたいときは？

　地域自治区制度は、「市民
本位の市政」を進めていく
ため、多様な地域事情や市
民の皆さんの意思をより一
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合った市政を進められるように

もっと
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域と重なる「地区」
を基本としていま
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の設置や廃止、管理・運営に関することなど、合計で633件あります。
　また、地域協議会が自主的に審議した案件は、それぞれの地域での
身近な暮らしの課題から地域特性をいかしたまちづくりのあり方に至
るまで、合計で143件あります。このうち、66件で意見書が提出され、
その約８割が事業化などに結びついています。 地域協議会の会議の様子（三和区）
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●は、市長に意見書が提出されたもの
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　地域自治区の事務所は、地域協議会の運営サポートや、区域内の市政運営に関する事務を行います。
　13区では、各区に「総合事務所」を設置しています。合併前の上越市の区域に設置する15区では、複数
の地域自治区を担当する「まちづくりセンター」を設置します。

地域自治区の事務所について

13区では･･･ 15区では･･･

地域協議会の委員について

　各区の委員の定数は、右表のとおりです。28区合計で
416人の市民の皆さんが、身近な地域でのまちづくりに
ついて話し合いを行うことになります。

委員の定数は？

　委員には、議員、公務員などを除きその区の中に住所
がある25歳以上の人（市議会議員の候補者となることが
できる人）が応募することができます。

どんな人が委員になれるの？

　委員を選ぶ際には、最初に公募を行います。応募者数
が定数を超えたときは公職選挙法に準じた選任投票を行
い、その結果を尊重して市長が委員を選任します（公募
公選制）。 一方、定数よりも応募者数が少なかった場合
は、年代や性別など委員の構成に配慮して市長が選ぶこ
とになります。

委員を選ぶ手続は？

　総合事務所では、戸籍謄本や抄本、住民票の写しの交
付、要介護認定の申請受付など、担当する区域内の行政
サービスに関する事務や、地域協議会に関する事務を
行っています。

各区に「総合事務所」を設置しています

○総合事務所の業務内容

　総合事務所には、「総務・地域振興」、「産業建設」、
「市民生活・福祉」、「教育・文化」の４グループを置いて
います。

○総合事務所の職員配置

　総合事務所は、旧町村の役場であった施設などに設置
しています。なお、13区では、それらの施設を活用し、区
内の皆さんの地域活動などに利用していただける「コミュ
ニティプラザ」の整備を順次進めています。

○総合事務所を置く施設

　委員の任期は４年で、再任は妨げません。今回の委員
の任期は、13区・15区ともに平成24年4月28日までです。

委員の任期は？

　委員の報酬は無報酬で、会議１回につき、交通費相当
額1200円をお支払いします。
　委員の研修は、市として全委員を対象にした研修会を
行うほか、13区では各地域協議会が、各区の総合事務所
などの協力を得て、自主的な現地視察や勉強会などを
行っています。

委員の報酬や研修は？

13区
では… 地域協議会の新たな試み

　13区の地域協議会では、地域内でのまちづくり活
動に取り組んでいる町内会や住民組織との連携を図る
ため、フォーラムの開催や、意見交換の実施などに取
り組んでいます。

13区
では… 地域協議会委員の活動の様子

　旧町村の議員経験者や町内会長、市
民団体で活動中の人など、これまで市
政やまちづくりに深くかかわってきた
人だけでなく、会社員、自営業者など、
様々な立場・経歴の方が委員となって
います。なお、192人の委員のうち女
性の割合は約２割です。

現場の状況を踏まえた審議を行うため
の現地視察（板倉区）

各区での運営上の工夫や課題を
紹介しあう正副会長会議

各地域自治区の委員定数と事務所

より充実した審議を行うための取組の事例

高田区
金谷区
三郷区
和田区
新道区
春日区
諏訪区
津有区
高士区
直江津区
有田区
八千浦区
保倉区
北諏訪区
谷浜・桑取区
安塚区
浦川原区
大島区
牧区
柿崎区
大潟区
頸城区
吉川区
中郷区
板倉区
清里区
三和区
名立区

２０人
１８人
１２人
１６人
１６人
１８人
１２人
１６人
１２人
１８人
１８人
１２人
１２人
１２人
１２人
１２人
１２人
１２人
１４人
１８人
１８人
１８人
１６人
１４人
１６人
１２人
１６人
１４人
４１６人

30,954 人
14,558 人
1,420 人
5,817 人
8,952 人
19,724 人
1,120 人
5,276 人
1,639 人
19,478 人
13,855 人
4,331 人
2,427 人
1,695 人
1,963 人
3,148 人
3,998 人
2,098 人
2,488 人
11,223 人
10,272 人
9,864 人
5,104 人
4,625 人
7,755 人
3,203 人
6,324 人
3,088 人

安塚区総合事務所
浦川原区総合事務所 
大島区総合事務所
牧区総合事務所
柿崎区総合事務所
大潟区総合事務所
頸城区総合事務所
吉川区総合事務所
中郷区総合事務所
板倉区総合事務所
清里区総合事務所
三和区総合事務所
名立区総合事務所

南部まちづくり
センター

女性サポート
センター

（高田地区　
　公民館隣）

中部まちづくり
センター

市役所本庁

北部まちづくり
センター

レインボー
センター

（北出張所）

平
成
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年
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設
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る
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前
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域
）
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を
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の
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前
の
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の
区
域
）

合計

地域自治区 人口委員の
定数

各地域自治区を
担当する事務所

事務所を
置く施設

※人口は平成21年3月31日現在住民基本台帳人口
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どんな人が委員になっているの？

　13区の地域協議会では、より充実
した審議を行うため、通常の会議のほ
か、右の事例のようにそれぞれ創意工
夫しながら様々な取組を行っています。

委員の具体的な活動内容は？
○円滑な運営のための事前打合せ
○審議案件について認識を深めるための勉強会
○地域住民の皆さんの生の声をお聴きするための聞き取り調査、懇談
　会、出張地域協議会
○13区の正副会長が一堂に会して情報・意見交換を行う正副会長会議
○共通の課題を持っている区の委員同士での交流会

　平成21年10月に地域自治区の事務所となる「まちづ
くりセンター」を３か所設置します。各まちづくりセン
ターは、それぞれ４～６の区を担当（5ページの表を参
照）し、地域協議会に関する事務や地域コミュニティ活
動への支援を行います。その他の行政サービスは、これ
までどおり市役所の各課等が行います。

複数の区を担当する
３つのまちづくりセンターを設置します
○まちづくりセンターの業務内容

　まちづくりセンターには、所長のほか、担当職員を配置
します。これらの職員は、必要に応じて各地域自治区に出
向きます。

○まちづくりセンターの職員配置

　まちづくりセンターは、既存の公共施設に設置します（5
ページの表を参照）。なお、各区の地域協議会の会議は、そ
れぞれの区の中にある公共施設で開催する予定です。

○まちづくりセンターを置く施設

地域協議会、住民組織、町内会長連絡協議会、
総合事務所の連携によるフォーラムの開催
（浦川原区）
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4
　地域自治区の事務所は、地域協議会の運営サポートや、区域内の市政運営に関する事務を行います。
　13区では、各区に「総合事務所」を設置しています。合併前の上越市の区域に設置する15区では、複数
の地域自治区を担当する「まちづくりセンター」を設置します。

地域自治区の事務所について

13区では･･･ 15区では･･･

地域協議会の委員について

　各区の委員の定数は、右表のとおりです。28区合計で
416人の市民の皆さんが、身近な地域でのまちづくりに
ついて話し合いを行うことになります。

委員の定数は？

　委員には、議員、公務員などを除きその区の中に住所
がある25歳以上の人（市議会議員の候補者となることが
できる人）が応募することができます。

どんな人が委員になれるの？

　委員を選ぶ際には、最初に公募を行います。応募者数
が定数を超えたときは公職選挙法に準じた選任投票を行
い、その結果を尊重して市長が委員を選任します（公募
公選制）。 一方、定数よりも応募者数が少なかった場合
は、年代や性別など委員の構成に配慮して市長が選ぶこ
とになります。

委員を選ぶ手続は？

　総合事務所では、戸籍謄本や抄本、住民票の写しの交
付、要介護認定の申請受付など、担当する区域内の行政
サービスに関する事務や、地域協議会に関する事務を
行っています。

各区に「総合事務所」を設置しています

○総合事務所の業務内容

　総合事務所には、「総務・地域振興」、「産業建設」、
「市民生活・福祉」、「教育・文化」の４グループを置いて
います。

○総合事務所の職員配置

　総合事務所は、旧町村の役場であった施設などに設置
しています。なお、13区では、それらの施設を活用し、区
内の皆さんの地域活動などに利用していただける「コミュ
ニティプラザ」の整備を順次進めています。

○総合事務所を置く施設

　委員の任期は４年で、再任は妨げません。今回の委員
の任期は、13区・15区ともに平成24年4月28日までです。

委員の任期は？

　委員の報酬は無報酬で、会議１回につき、交通費相当
額1200円をお支払いします。
　委員の研修は、市として全委員を対象にした研修会を
行うほか、13区では各地域協議会が、各区の総合事務所
などの協力を得て、自主的な現地視察や勉強会などを
行っています。

委員の報酬や研修は？

13区
では… 地域協議会の新たな試み

　13区の地域協議会では、地域内でのまちづくり活
動に取り組んでいる町内会や住民組織との連携を図る
ため、フォーラムの開催や、意見交換の実施などに取
り組んでいます。

13区
では… 地域協議会委員の活動の様子

　旧町村の議員経験者や町内会長、市
民団体で活動中の人など、これまで市
政やまちづくりに深くかかわってきた
人だけでなく、会社員、自営業者など、
様々な立場・経歴の方が委員となって
います。なお、192人の委員のうち女
性の割合は約２割です。

現場の状況を踏まえた審議を行うため
の現地視察（板倉区）

各区での運営上の工夫や課題を
紹介しあう正副会長会議

各地域自治区の委員定数と事務所

より充実した審議を行うための取組の事例

高田区
金谷区
三郷区
和田区
新道区
春日区
諏訪区
津有区
高士区
直江津区
有田区
八千浦区
保倉区
北諏訪区
谷浜・桑取区
安塚区
浦川原区
大島区
牧区
柿崎区
大潟区
頸城区
吉川区
中郷区
板倉区
清里区
三和区
名立区

２０人
１８人
１２人
１６人
１６人
１８人
１２人
１６人
１２人
１８人
１８人
１２人
１２人
１２人
１２人
１２人
１２人
１２人
１４人
１８人
１８人
１８人
１６人
１４人
１６人
１２人
１６人
１４人
４１６人

30,954 人
14,558 人
1,420 人
5,817 人
8,952 人
19,724 人
1,120 人
5,276 人
1,639 人
19,478 人
13,855 人
4,331 人
2,427 人
1,695 人
1,963 人
3,148 人
3,998 人
2,098 人
2,488 人
11,223 人
10,272 人
9,864 人
5,104 人
4,625 人
7,755 人
3,203 人
6,324 人
3,088 人

安塚区総合事務所
浦川原区総合事務所 
大島区総合事務所
牧区総合事務所
柿崎区総合事務所
大潟区総合事務所
頸城区総合事務所
吉川区総合事務所
中郷区総合事務所
板倉区総合事務所
清里区総合事務所
三和区総合事務所
名立区総合事務所

南部まちづくり
センター

女性サポート
センター

（高田地区　
　公民館隣）

中部まちづくり
センター

市役所本庁
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センター

（北出張所）
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地域自治区 人口委員の
定数

各地域自治区を
担当する事務所

事務所を
置く施設

※人口は平成21年3月31日現在住民基本台帳人口
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どんな人が委員になっているの？

　13区の地域協議会では、より充実
した審議を行うため、通常の会議のほ
か、右の事例のようにそれぞれ創意工
夫しながら様々な取組を行っています。

委員の具体的な活動内容は？
○円滑な運営のための事前打合せ
○審議案件について認識を深めるための勉強会
○地域住民の皆さんの生の声をお聴きするための聞き取り調査、懇談
　会、出張地域協議会
○13区の正副会長が一堂に会して情報・意見交換を行う正副会長会議
○共通の課題を持っている区の委員同士での交流会

　平成21年10月に地域自治区の事務所となる「まちづ
くりセンター」を３か所設置します。各まちづくりセン
ターは、それぞれ４～６の区を担当（5ページの表を参
照）し、地域協議会に関する事務や地域コミュニティ活
動への支援を行います。その他の行政サービスは、これ
までどおり市役所の各課等が行います。

複数の区を担当する
３つのまちづくりセンターを設置します
○まちづくりセンターの業務内容

　まちづくりセンターには、所長のほか、担当職員を配置
します。これらの職員は、必要に応じて各地域自治区に出
向きます。

○まちづくりセンターの職員配置

　まちづくりセンターは、既存の公共施設に設置します（5
ページの表を参照）。なお、各区の地域協議会の会議は、そ
れぞれの区の中にある公共施設で開催する予定です。

○まちづくりセンターを置く施設

地域協議会、住民組織、町内会長連絡協議会、
総合事務所の連携によるフォーラムの開催
（浦川原区）
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上越市

お問い合わせは…
上越市　企画・地域振興部　自治・地域振興課

〒943-8601　上越市木田１丁目１番３号
電 話（０２５）５２６－５１１１（内線 1449）

FAX（０２５）５２６－８３６３
E-mail  jichi-chiiki@city.joetsu.lg.jp

ホームページ　http://www.city.joetsu.niigata.jp

「上越市の地域自治区制度の概要」パンフレット
平成２１年５月発行

参考：合併前の上越市の区域に設置する地域自治区（15区）と町内会の範囲の関係

地域自治区

高田区

町内会の範囲

南本町１～３丁目、東城町１～３丁目、南城町１～４丁目、大手町、本城町、南新町、南高田町、
本町１～７丁目、北本町１～４丁目、仲町１～６丁目、寺町１～３丁目、大町１～５丁目、
西城町１～４丁目、北城町１～４丁目、東本町１～５丁目、幸町、栄町、新町、高土町１～２丁目

金谷区
上門前、小滝、下馬場、朝日、黒田、灰塚、地頭方、青木、上中田、中通町、向橋、中田原、
塩荷谷、上湯谷、大貫、金谷、神山、平山、飯、御殿山町、上昭和町、昭和町１～２丁目、滝寺、
下正善寺、中正善寺、宇津尾、上綱子、中ノ俣、上正善寺

新道区 樋場、子安、子安新田、鴨島１～３丁目、稲田１～４丁目、下稲田、寺、大日、中田新田、上島、
中々村新田、平岡、南田屋新田、北田屋新田、大道福田、富岡、藤野新田

春日区 土橋、藤巻、木田新田、藤新田、木田、新光町、岩木、大学前、教育大山屋敷宿舎、教育大世帯寮、
春日山町１～３丁目、大豆、春日野、谷愛宕、春日、中門前、宮野尾牛池

諏訪区 上真砂、杉野袋、北新保、南新保、高森、諏訪、東原、鶴町、北田中、米岡、米町

三郷区 下四ツ屋、西松野木、長者町、天野原新田、本長者原、今池、薮野、辰尾新田、東稲塚新田、
下稲塚、桜町

和田区 東木島、西木島、島田上新田、島田、島田下新田、上箱井、中箱井、岡原、下箱井、五ケ所新田、
丸山新田、下新田、西田中、寺町、石沢、大和１～４丁目、大和５・６丁目、稲荷

高士区

保倉区

直江津区

稲谷、上曽根、下曽根、高和町、元屋敷、高津、飯田、妙油、森田、十二ノ木、北方、南方、大口、
東京田

八千浦区 黒井、日之出町、上荒浜、南荒浜、下荒浜、遊光寺浜、南原、夷浜、夷浜住宅団地、西ケ窪浜

北諏訪区 飯塚、中真砂、川端、東中島、若鷹、上千原、福橋下真砂、横曽根

津有区
四ケ所、西市野口、戸野目古新田、門田新田、戸野目、市野江、桐原、本道、荒屋、虫川、下野田、
長面、上野田、四辻町、下池部、上池部、吉岡東市野口、劍、茨沢、藤塚、新保古新田、本新保、
上雲寺、下新町、上新町、池、下富川、上富川、熊塚、野尻、稲、平成町

西本町３丁目、西本町１・２丁目、西本町４丁目・御幸町、中央１丁目・あけぼの、
中央１丁目・四ッ屋、中央１丁目・旭区、中央２丁目・横町、中央２丁目・本町、
中央３丁目・荒川町、中央３丁目・天王町、中央４丁目・福永町、中央４丁目・沖見町、
中央５丁目・塩浜町、中央５丁目・浜町、住吉町、港町１・２丁目、市之町、東雲町１・２丁目、
栄町１・２丁目、石橋、石橋１・２丁目、新光町３丁目、五智１～６丁目、雇用促進、五智新町、
虫生岩戸、国府１～４丁目、小丸山団地、加賀町

有田区
東小猿屋、中小猿屋、西小猿屋、三田、三田新田、三ツ橋新田、三ツ橋、福田、福田社宅、田園、
佐内町、三ツ屋町、安江、安江１～２丁目、安江公営住宅、上源入、下源入、港南町、松村新田、
下門前、塩屋新田、春日新田、春日新田５丁目、川原町、春日新田木町

下百々、駒林、小泉、長岡、長岡新田、上名柄、五野井、石川、上青野、中青野、下青野、上吉野、
下吉野、上五貫野、下五貫野、下名柄、岡沢

谷浜・桑取区 西横山、小池、西山寺、下綱子、高住、中桑取、丹原、鍋ケ浦、吉浦、茶屋ケ原、有間川、長浜、
西戸野花立、横畑、皆口、西谷内、北谷、土口、増沢、大渕、東吉尾、西吉尾

○地域自治区制度についてもっと詳しく知りたい方は･･･
　地域自治区制度についての詳しい資料は、市のホームページでご覧いただけます。

○ご利用ください「出張説明会」
　地域自治区制度に関心をお持ちの皆さん（町内会、団体、グループなど）のところへ市の
担当者が伺い、説明をします。希望される方は、自治・地域振興課へご連絡ください。

市の全域で地域自治区制度がスタート

身近な地域 から
はじまる はじめる

平成21年

10月1日

よりよい まちづくり

私たちが暮らす
まちのことだから、
私たちが考えて
いかなくちゃね！

地域自治区は、
市民の皆さんの
声をいかして、

よりよいまちづくり
を実現していく
ための制度です。

平成21年10月から
新たに設置する15区
（合併前の上越市の区域）
※住所に区名は入りません

平成17年の合併時から
設置済の13区

（合併前の旧町村の区域）
※住所に区名が入ります

名立区

中郷区

板倉区

清里区

牧区
安塚区

三和区

浦川原区

大島区

吉川区

柿崎区

大潟区

頸城区

谷浜・桑取区

金谷区

春日区

直江津区

新道区

津有区

高士区
三郷区

和田区

高田区

北諏訪区

諏訪区

有田区
保倉区

八千浦区


